
(57)【要約】

【課題】周辺に重み付けしたアイアン・クラブ・ヘッド

の頂部に設けた１つまたは複数の内部室を組み込んだア

イアンタイプのゴルフ・クラブ・ヘッドを提供する。

【解決手段】ゴルフ・クラブ・ヘッドは、クラブ・ヘッ

ドの打撃面を画定するフェース・プレートと、打撃面の

背後に配置された環状体部を有する本体とを有する。環

状体部は、フェース・プレートの周辺の周りに延在し、

フェース・プレートの後側の中心に配置された外部キャ

ビティを画定する。環状体部は、フェース・プレートの

頂部縁に沿って延在する頂部、フェース・プレートの爪

先部縁に沿って延在する爪先部縁、ヒール部、および底

部を含む。少なくとも１つの内部室が、環状体部の頂部

によって画定されるように、頂部縁に隣接して配置され

る。内部室、または環状体部によって画定された複数の

内部室のうち選択された数のものを充填して、クラブ・

ヘッドの重量配分をさらに操作することができる。さら

に、個々のゴルファーの要求に対応するようクラブ・ヘ

ッドを調整することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア イ ア ン タ イ プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド で 、
　 該 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 打 撃 面 を 画 定 す る 前 側 を 有 し 、 頂 部 縁 お よ び 爪 先 部 縁 を 有 す る フ ェ
ー ス ・ プ レ ー ト と 、
　 前 記 打 撃 面 の 背 後 に 配 置 さ れ た 環 状 体 部 を 有 す る 本 体 と を 備 え 、 前 記 環 状 体 部 は 、 前 記
フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 周 辺 の 周 り に 延 在 し 、 そ れ に よ っ て こ の フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 後 側
の 中 心 に 配 置 さ れ た 外 部 キ ャ ビ テ ィ を 画 定 し 、 該 環 状 体 部 は 、 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の
頂 部 縁 に 沿 っ て 延 在 す る 頂 部 、 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 爪 先 部 縁 に 沿 っ て 延 在 す る 爪 先
部 、 ヒ ー ル 部 、 お よ び 底 部 を 含 み 、 前 記 頂 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 頂 部 縁 に 隣 接 し て
配 置 さ れ た 内 部 室 を 画 定 す る ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト が 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 本 体 と 一 体 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記
載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 内 部 室 が 前 記 頂 部 の 実 質 的 に 全 長 に わ た っ て 延 在 し 、 前 記 爪 先 部 が 前 記 内 部 室 の 一
部 を 画 定 し て 該 内 部 室 が さ ら に 、 環 状 体 部 の 爪 先 部 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 在 す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド が さ ら に 、 前 記 環 状 体 部 の 底 部 に よ っ て 画 定 さ れ た 窪 み に 挿 入 さ れ
る 錘 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 本 体 の 少 な く と も 一 部 ま た は 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト が 非 金 属 材 料 で 形 成 さ れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 環 状 体 部 が さ ら に 、 そ の 頂 部 お よ び ／ ま た は 爪 先 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 第 ２ 内 部 室
を 画 定 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 内 部 室 の 容 積 が 、 前 記 第 ２ 内 部 室 の 容 積 と ほ ぼ 同 じ で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の
ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 内 部 室 の 一 方 の 中 に 配 置 さ れ た 充 填 材 料 を 備 え 、 該 充 填 材 料 が 、 前 記 ク ラ
ブ ・ ヘ ッ ド 本 体 の 材 料 の 密 度 と は 異 な る 密 度 を 有 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ
・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト が 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド と は 別 個 に 形 成 さ れ て 、 そ の 前 部 に 取 り
付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 本 体 お よ び フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト が そ れ ぞ れ 、 鋼 合 金 、 ア ル ミ 合 金 お よ び チ タ ン 合 金
で 構 成 さ れ た グ ル ー プ の 少 な く と も １ つ か ら 選 択 し た 金 属 材 料 で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ９ に
記 載 の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ア イ ア ン タ イ プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で 、
　 前 部 お よ び 後 部 を 有 す る 金 属 材 料 の 本 体 を 鋳 造 し 、 該 本 体 は 中 心 開 口 を 画 定 す る 環 状 体
部 を 有 し て 、 該 環 状 体 部 は 頂 部 、 爪 先 部 、 ヒ ー ル 部 お よ び 底 部 を 含 み 、 前 記 頂 部 は 前 記 本
体 の 前 部 に 向 か っ て 開 く 窪 み を 画 定 し ；
　 前 記 本 体 の 前 部 と 一 致 す る よ う サ イ ズ を 決 定 さ れ た フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト を 形 成 し ； さ ら
に 、
　 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト を 前 記 本 体 の 前 部 に 取 り 付 け て 、 そ れ に よ っ て 前 記 窪 み を 遮 蔽
し 、 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 頂 部 縁 に 隣 接 す る 内 部 室 を 形 成 す る こ と を 含 む ゴ ル フ ・ ク ラ ブ
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・ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 環 状 体 部 が さ ら に 、 そ の 頂 部 お よ び ／ ま た は 前 記 爪 先 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 第 ２ 内
室 を 画 定 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 内 部 室 は 前 記 頂 部 の 実 質 的 に 全 長 に わ た っ て 延 在 し 、 前 記 爪 先 部 が 前 記 窪 み の 一 部
を 画 定 し て 、 前 記 内 部 室 が さ ら に 前 記 環 状 体 部 の 爪 先 部 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 在 す る
、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 取 付 け 前 に 、 前 記 本 体 の 金 属 材 料 の 密 度 と は 異 な る
密 度 を 有 す る 材 料 で 前 記 窪 み を 充 填 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 さ ら に 、 錘 部 材 を 前 記 環 状 体 部 の 底 部 に よ っ て 画 定 さ れ た 窪 み に 入 れ て 前 記 本 体 に 取 り
付 け る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で 、
　 打 撃 面 と 、 該 打 撃 面 の 背 後 に 配 置 さ れ た 本 体 と を 有 す る ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 型 を 設 け て 、
前 記 本 体 は 、 頂 部 、 爪 先 部 、 ヒ ー ル 部 お よ び 底 部 を 有 す る 環 状 体 部 を 含 み 、 前 記 環 状 体 部
が 、 前 記 本 体 の 後 部 に キ ャ ビ テ ィ の 周 辺 境 界 を 画 定 し ；
　 少 な く と も 前 記 頂 部 に 対 応 す る 前 記 型 の 領 域 に 少 な く と も １ つ の 可 溶 性 中 子 を 配 置 し ；
　 前 記 型 を 高 温 ろ う で 充 填 し て ろ う 型 を 形 成 し ；
　 前 記 ろ う 型 の 開 口 を 通 し て 少 な く と も １ つ の 可 溶 性 中 子 を 取 り 出 し 、
　 イ ン ベ ス ト メ ン ト 鋳 造 法 に よ っ て 前 記 ろ う 型 か ら 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 鋳 造 す る こ と を
含 み 、 そ の 結 果 形 成 さ れ た 該 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド が 、 前 記 本 体 の 環 状 体 部 の 少 な く と も 頂 部 に
内 部 室 を 有 す る ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 本 体 内 に 少 な く と も ２ つ の 室 が 形 成 さ れ る よ う 、 少 な く と も １ つ の 可 溶 性 中 子 を 使
用 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 可 溶 性 中 子 が 、 前 記 型 の 爪 先 部 内 へ と 少 な く と も 部 分 的 に 延 在 す る 、
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 材 料 と は 異 な る 密 度 を 有 す る 材 料 で 前 記 内 部 室 を 充 填 す
る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 さ ら に 、 錘 部 材 を 前 記 本 体 に 取 り 付 け る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 ア イ ア ン タ イ プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で 、
　 打 撃 面 と 、 該 打 撃 面 の 背 後 に 配 置 さ れ た 本 体 と を 有 す る ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 型 を 設 け て 、
前 記 本 体 は 、 頂 部 、 爪 先 部 、 ヒ ー ル 部 お よ び 底 部 を 有 す る 環 状 体 部 を 含 み 、 該 環 状 体 部 が
、 前 記 本 体 の 後 部 に あ る キ ャ ビ テ ィ の 周 辺 境 界 を 画 定 し ；
　 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 本 体 の 少 な く と も 頂 部 に 少 な く と も １ つ の 中 空 部 分 を 設 け ；
　 前 記 本 体 の 環 状 体 部 の 少 な く と も 頂 部 に 内 部 室 を 有 す る ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 形 成 す る こ と
を 含 む ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 本 体 の 少 な く と も 頂 部 に 少 な く と も １ つ の 中 空 部 分 を 設
け る た め 、 少 な く と も １ つ の セ ラ ミ ッ ク 中 子 を 使 用 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-337608 A 2004.12.2



【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 概 ね ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド に 、 特 に ア イ ア ン タ イ プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ
ド に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 重 量 配 分 は 、 設 計 の 重 要 な 考 慮 す べ き 点 で あ る 。 多 く の ア イ ア ン タ イ
プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド は 、 一 般 に 「 キ ャ ビ テ ィ ・ バ ッ ク 」 設 計 （ “ ｃ ａ ｖ ｉ ｔ ｙ 　
ｂ ａ ｃ ｋ ” 　 ｄ ｅ ｓ ｉ ｇ ｎ ） と し て 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 設 計 は 重 量 を ク ラ ブ の 周 辺
部 に 配 分 す る 。 こ の 周 辺 部 へ の 重 み 付 け は 概 ね 、 中 心 を 外 し た シ ョ ッ ト に 対 し て 従 来 の ブ
レ ー ド ス タ イ ル の ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド （ ｂ ｌ ａ ｄ ｅ － ｓ ｔ ｙ ｌ ｅ 　 ｃ ｌ ｕ ｂ 　 ｈ ｅ ａ ｄ ｓ ） よ
り 大 き い 許 容 性 を 与 え る 。 し た が っ て 、 キ ャ ビ テ ィ ・ バ ッ ク 設 計 は 往 々 に し て ハ ン デ ィ キ
ャ ッ プ が 大 き い ゴ ル フ ァ ー に 好 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 別 の 、 時 に は 競 合 す る 、 考 慮 す べ き 点 は 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 重 心 （ Ｃ Ｇ ） 位 置 に 関 す る
。 低 い 重 心 （ Ｃ Ｇ ） 位 置 を 有 す る ク ラ ブ は 、 ゴ ル フ ・ ボ ー ル を 打 つ の が 容 易 に な る の で 、
往 々 に し て 多 く の プ レ イ ヤ ー に 好 ま れ 、 特 に 技 術 が そ れ ほ ど な い プ レ イ ヤ ー に 好 ま れ る 。
あ る い は 、 熟 練 し た ゴ ル フ ァ ー の 手 に あ る と 、 よ り 中 心 に 配 置 し た 重 心 （ Ｃ Ｇ ） を 有 す る
ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド は 、 ボ ー ル の 飛 び （ ｆ ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ ） に 対 す る コ ン ト ロ ー ル が 増 大 す る 。 ク
ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 大 部 分 の 製 品 外 形 （ ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ 　 ｌ ｉ ｎ ｅ ｓ ） は 、 固 定 さ れ た 重 量 配
分 を 有 し 、 そ の 結 果 、 個 々 の ゴ ル フ ァ ー の 特 別 な ニ ー ズ に 合 わ せ て ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 重 量
配 分 を 調 整 す る た め に で き る こ と は ほ と ん ど な い 。 あ ら ゆ る 技 術 レ ベ ル に わ た る ゴ ル フ ァ
ー に 対 応 す る た め 、 ゴ ル フ ・ ク ラ ブ 製 造 業 者 は 通 常 、 幾 つ か の 別 個 の 製 品 外 形 の ゴ ル フ ・
ク ラ ブ を 扱 わ ね ば な ら ず 、 こ れ は 製 品 コ ス ト を 増 大 さ せ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 中 心 を 外 れ た シ ョ ッ ト に 対 す る 許 容 性 を 改 善 す る た め そ の 周 辺 部 の 周 り に
配 置 さ れ た 重 量 と 低 い 重 心 を 有 し な が ら 、 個 々 の ゴ ル フ ァ ー の 要 求 に 対 応 す る よ う 適 合 可
能 な 重 量 配 分 プ ロ フ ィ ー ル （ ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 ｄ ｉ ｓ ｔ ｒ ｉ ｂ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｐ ｒ ｏ ｆ ｉ ｌ ｅ
） を 提 供 す る 、 ア イ ア ン タ イ プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド に 対 す る ニ ー ズ が 存 在 す る こ と
が 理 解 さ れ る 。 本 発 明 は 上 記 お よ び そ の 他 の ニ ー ズ を 満 足 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド は 、 周 辺 に 重 み 付 け し た ア イ ア ン ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ
ド の 頂 部 の 少 な く と も 一 部 に 設 け た １ つ ま た は 複 数 の 内 部 室 を 組 み 込 む 。 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド
は 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 打 撃 面 を 画 定 す る 前 側 を 有 す る フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト と 、 打 撃 面 の 背
後 に 配 置 さ れ た 環 状 体 部 （ ａ ｎ ｎ ｕ ｌ ａ ｒ 　 ｍ ａ ｓ ｓ ） を 有 す る 本 体 と を 含 む 。 環 状 体 部
は 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 周 辺 部 の 周 り に 延 在 し て 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 後 側 の 中 心 に
配 置 さ れ た 外 部 キ ャ ビ テ ィ を 画 定 す る 。 環 状 体 部 は 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 頂 部 縁 に 沿 っ
て 延 在 す る 頂 部 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 爪 先 部 縁 に 沿 っ て 延 在 す る 爪 先 部 、 ヒ ー ル 部 、 お
よ び 底 部 を 含 む 。 内 部 室 は 、 環 状 体 部 の 頂 部 に よ っ て 画 定 さ れ る よ う に 、 こ の 頂 部 縁 に 隣
接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 １ つ の 室 、 ま た は 環 状 体 部 に よ っ て 画 定 さ れ た 複 数 の 室 の う ち 選 択 さ れ た 数 の も の を 、
例 え ば ポ リ マ 、 発 泡 体 ま た は 高 密 度 充 填 材 で 充 填 し て 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 重 量 配 分 を さ ら
に 操 作 す る こ と が で き る 。 １ つ ま た は 複 数 の 頂 部 室 が 充 填 さ れ な い ま ま で あ る と 、 ヘ ッ ド
の 重 心 （ Ｃ Ｇ ） の 低 下 が 最 大 と な る 。 低 い 重 心 （ Ｃ Ｇ ） は 、 ゴ ル フ ・ ボ ー ル を 打 つ の を さ
ら に 容 易 に す る の で 、 多 く の ゴ ル フ ァ ー に 好 ま れ る 。 頂 部 に あ る 複 数 の 室 の ヒ ー ル 部 を 充
填 す る と 、 重 心 （ Ｃ Ｇ ） は ヒ ー ル の 方 へ 移 動 す る 。 こ の 低 い ヒ ー ル 方 向 の 重 心 （ Ｃ Ｇ ） 位
置 は 、 打 つ の を 容 易 に し 、 右 か ら 左 へ の ボ ー ル の 飛 び の 助 長 （ ス ラ イ ス の 低 減 ） を 容 易 に
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す る た め 、 多 く の プ レ イ ヤ ー に 好 ま れ る 。 あ る い は 、 ヒ ー ル や 爪 先 の 最 端 部 室 を 充 填 し て
、 ヒ ー ル お よ び 爪 先 の 重 み 付 け を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 個 々 の ゴ ル フ ァ
ー の 要 求 に 対 応 す る よ う 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 個 の フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト を ヘ ッ ド の 前 部 に 取 り 付 け て 、 １ つ ま た は 複 数 の 室 を 閉 鎖 し
か つ 隠 す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 金 属 の 主 本 体 は 、 頂 部 に 複 数 の 室 を 形 成 し た 状 態 で 鋳 造 し 、 金 属 フ ェ
ー ス ・ プ レ ー ト を 前 部 に 溶 接 す る こ と が 好 ま し い 。 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 取 付 け に は 、 接
着 、 圧 入 お よ び 他 の 接 合 技 術 も 使 用 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 セ ラ ミ ッ ク の 中 子 、 可
溶 性 中 子 ま た は 当 業 者 に 知 ら れ て い る よ う な ピ ッ ク ア ウ ト （ ｐ ｉ ｃ ｋ － ｏ ｕ ｔ ｓ ） を 利 用
す る 技 術 を 使 用 し て 、 少 な く と も 頂 部 に あ る 室 を 一 体 形 成 し た ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 形 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 や 先 行 技 術 を 越 え て 達 成 さ れ た 利 点 を 要 約 す る た め に 、 本 発 明 の 特 定 の 利 点 に つ
い て 以 上 で 説 明 し て き た 。 言 う ま で も な く 、 こ の よ う な 利 点 の 全 て が 本 発 明 の 特 定 の 実 施
形 態 に よ り 必 ず し も 達 成 さ れ る も の で は な く て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 し た
が っ て 、 例 え ば 当 業 者 に は 本 発 明 を 、 本 明 細 書 で 教 示 ま た は 示 唆 さ れ て い る よ う な 他 の 利
点 を 必 ず し も 達 成 せ ず に 、 本 明 細 書 で 教 示 さ れ た よ う な １ つ の 利 点 ま た は 利 点 の グ ル ー プ
を 達 成 す る 、 ま た は 最 適 化 す る 方 法 で 、 本 発 明 を 実 施 ま た は 実 行 し て よ い こ と が 認 識 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 実 施 形 態 は 全 て 、 本 明 細 書 で 開 示 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 に 入 る も の と す る 。 本
発 明 の こ れ ら お よ び そ の 他 の 実 施 形 態 は 、 添 付 図 面 に 関 す る 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て の
以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 容 易 に 明 白 に な り 、 本 発 明 は 開 示 さ れ た ど の 特 定 の 好 ま し い 実 施 形
態 に も 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 例 示 に よ っ て の み 、 図 面 に 関 し て 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 例 示 的 図 面 、 特 に 図 １ を 参 照 す る と 、 鋳 造 金 属 本 体 １ ２ お よ び 別 個 に 形 成 さ れ た フ ェ ー
ス ・ プ レ ー ト １ ４ を 有 す る ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド １ ０ が 図 示 さ れ て い る 。 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト は
、 本 体 の 前 部 １ ６ の 周 辺 部 の 周 り に 溶 接 す る こ と が 好 ま し い 。 本 体 の 後 部 ２ ２ に 形 成 し た
窪 み ２ ０ 内 に 錘 部 材 １ ８ を 挿 入 す る 。 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド １ ０ を 最 終 的 に 組 み 立 て る と 、 本 体
の 環 状 体 部 ２ ４ と フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 背 面 ２ ６ と が 、 後 部 に 主 キ ャ ビ テ ィ ２ ８ を 形 成 す
る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 重 量 配 分 プ ロ フ ィ ー ル は 、 個 々 の タ イ プ の ゴ ル フ ァ ー
の 要 求 に 対 応 す る よ う 適 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 体 の 環 状 体 部 ２ ４ は 、 ヒ ー ル 部 ３ ６ 、 爪 先 部 ３ ８ 、 頂
部 ４ ０ お よ び 底 部 ４ ２ を 備 え る 。 各 実 施 形 態 で 、 環 状 体 部 は 頂 部 の 少 な く と も 一 部 に 内 部
室 を 画 定 し 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 比 較 的 低 い 重 心 （ Ｃ Ｇ ） を 促 進 す る 。 図 １ の 実 施 形 態 で 示
す よ う に 、 頂 部 の 大 部 分 を 通 り か つ 爪 先 部 へ 延 在 す る １ つ の 室 ４ ４ が 形 成 さ れ る 。 こ の 実
施 形 態 で は 、 そ の 室 は 中 空 の ま ま で あ る 。 し か し 他 の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば ポ リ マ 、 発 泡
体 ま た は 高 密 度 充 填 材 な ど 、 本 体 と は 異 な る 密 度 を 有 す る 任 意 の 数 の 材 料 を 使 用 し て こ の
室 を 充 填 し 、 所 望 の 重 量 配 分 お よ び 性 能 特 性 を 獲 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ の 実 施 形 態 で は 、 壁 ４ ６ に よ っ て 仕 切 ら れ た 複 数 の 室 ４ ４ が 、 頂 部 ４ ０ お よ び 爪 先
部 ３ ８ 内 に 画 定 さ れ る 。 壁 は 比 較 的 薄 く 、 そ れ ぞ れ が ほ ぼ 同 じ 厚 さ を 有 し 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ
ド を さ ら に 強 化 す る 働 き も す る 。 壁 を 含 め て も 爪 先 部 ま た は 頂 部 の 質 量 が 大 幅 に 増 加 し な
い の で 有 利 で あ る 。 し た が っ て 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 重 心 （ Ｃ Ｇ ） は 、 中 実 の 爪 先 お よ び ／
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ま た は 頂 部 と 比 較 し て 、 な お 効 果 上 低 い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 １ つ 以 上 の 壁 は 十 分 に 厚 く
て も よ く 、 図 ２ に 示 す 室 の １ つ の 長 さ と 匹 敵 す る 厚 さ を 有 し て も よ い 。 室 は 、 所 望 に 応 じ
て ヒ ー ル 部 ３ ６ や 爪 先 部 ３ ８ の 一 方 ま た は 両 方 の 内 に 位 置 す る か 、 そ の 中 に 延 在 し て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 特 定 の 用 途 で は 、 さ ら に 質 量 を 操 作 す る か 、 振 動 を 減 衰 す る た め 、 異 な る 密 度 を 有 す る
材 料 で １ つ 以 上 の 室 ４ ４ を 選 択 的 に 充 填 す る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 ヒ ー ル 端 部 の 周 囲
の 選 択 さ れ た 室 を 充 填 す る と 、 重 心 （ Ｃ Ｇ ） が ヒ ー ル の 方 に 配 置 さ れ る 。 そ の 結 果 生 じ た
低 い ヒ ー ル 方 向 の 重 心 （ Ｃ Ｇ ） 位 置 は 、 ゴ ル フ ・ ボ ー ル を 打 つ の や 右 か ら 左 へ の ボ ー ル の
飛 び を さ ら に 容 易 に す る た め 、 多 く の プ レ イ ヤ ー に 好 ま れ る 。 あ る い は 、 ヒ ー ル お よ び 爪
先 の 端 部 室 を 充 填 す る 一 方 、 頂 部 の 中 心 部 室 は 中 空 の ま ま に し て 、 ヒ ー ル お よ び 爪 先 の 重
み 付 け を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 選 択 し た 室 を 製 造 業 者 が 充 填 し て 、 ゴ ル フ ァ ー の 特 定
の 技 術 レ ベ ル に よ る ニ ー ズ に 対 応 す る か 、 個 々 の ゴ ル フ ァ ー の ニ ー ズ に 合 わ せ て ク ラ ブ ・
ヘ ッ ド を 個 人 化 す る こ と さ え で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 錘 部 材 １ ８ は 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 低 い 重 心 （ Ｃ Ｇ ） を 助 長 す る の に
役 立 つ 。 錘 部 材 は 、 ポ リ マ ー ・ ハ ウ ジ ン グ （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｒ ｉ ｃ 　 ｈ ｏ ｕ ｓ ｉ ｎ ｇ ） ３ ０
を 有 し 、 少 な く と も １ つ の 高 密 度 要 素 ３ ２ を そ れ に 遮 蔽 す る こ と が 好 ま し い 。 錘 部 材 は 、
窪 み ２ ０ 内 に 確 実 に 受 容 さ れ る よ う 構 成 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 錘 部 材 は 、 固 定 用 リ
ッ プ ３ ４ お よ び ／ ま た は 接 着 剤 の 組 合 せ に よ り 取 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 あ る い は 、
錘 部 材 は 、 ハ ウ ジ ン グ に 形 成 さ れ た タ ブ を 前 記 窪 み の 壁 に 形 成 さ れ た 溝 に 圧 入 し て 使 用 す
る こ と に よ り 取 り 付 け て も よ い 。 錘 部 材 は 、 当 業 者 に 知 ら れ て い る 他 の 方 法 を 使 用 し て 取
り 付 け る こ と も で き る 。 錘 部 材 は 、 ２ ０ ０ ０ 年 １ ２ 月 １ 日 に 出 願 さ れ 「 Ｇ Ｏ Ｌ Ｆ 　 Ｃ Ｌ Ｕ
Ｂ 　 Ｈ Ｅ Ａ Ｄ 」 と 題 さ れ た 出 願 人 の 共 願 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ７ ２ ８ ， ９ ５ ５ 号 、 ま た は
２ ０ ０ ２ 年 ９ 月 ３ 日 に 出 願 さ れ 「 Ｇ Ｏ Ｌ Ｆ 　 Ｃ Ｌ Ｕ Ｂ 　 Ｈ Ｅ Ａ Ｄ 」 と 題 さ れ た 米 国 特 許 出
願 第 １ ０ ／ ２ ３ ４ ， ６ ６ ３ 号 の い ず れ か で 開 示 し た よ う な カ ー ト リ ッ ジ を 備 え る こ と が で
き 、 こ の 両 方 の 開 示 は 本 明 細 書 に 援 用 さ れ る 。 図 ４ で 示 す 実 施 形 態 で は 、 別 個 の 錘 部 材 が
含 ま れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 本 発 明 の ２ つ の 好 ま し い 方 法 で 形 成 し た ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 示 す 。 ク
ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 材 料 は 、 例 え ば 鋼 合 金 、 ア ル ミ 合 金 お よ び チ タ ン 合 金 の グ ル ー プ か ら な ど
、 任 意 の 金 属 を 備 え る こ と が で き る 。 本 体 １ ２ お よ び フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト １ ４ は 、 同 じ で
あ っ て も 異 な っ て も よ く 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト １ ４ の 取 付 け は 、 溶 接 ま た は 当 業 者 に 知 ら
れ て い る 別 の 方 法 を 含 ん で よ い 。 一 つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 本 体 は １ ７ － ４ ス テ ン レ
ス 鋼 で 形 成 し 、 フ ェ ー ス は Ｃ ａ ｒ ｐ ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ 　 Ｃ ｕ ｓ ｔ ｏ ｍ 　 ４ ５ ５ （ 登 録 商 標 ） な ど
の 高 張 力 鋼 合 金 で 形 成 す る 。 あ る い は 、 本 体 １ ２ お よ び フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト １ ４ の 一 方 が
非 金 属 材 料 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 別 個 の フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト １ ４ を 本 体 １ ２ の 前 部 １ ６ に 取 り 付 け て
、 室 ４ ４ を 遮 蔽 す る 。 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト １ ４ は 、 型 押 し 、 鍛 造 、 冷 間 圧 延 、 ま た は 知 ら
れ て い る 任 意 の 技 術 で 形 成 す る こ と が で き る 。 室 ４ ４ の 任 意 の 充 填 材 料 は 、 フ ェ ー ス ・ プ
レ ー ト の 取 付 け 前 に 加 え る こ と が で き る 。 錘 部 材 １ ８ は 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 後 に 本 体
に 取 り 付 け る こ と が 好 ま し い 。 あ る い は 、 錘 部 材 を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト １ ４ は 本 体 １ ２ と 一 体 形 成 さ れ る 。 室 ４ ４ は 、
セ ラ ミ ッ ク 中 子 、 可 溶 性 中 子 ま た は ピ ッ ク ア ウ ト な ど 、 当 業 者 に 知 ら れ て い る 任 意 の 技 術
を 使 用 し て 作 成 す る 。 好 ま し い 方 法 は 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う な 型 を 使 用 し 、 可 溶 性
中 子 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 方 法 で は 、 前 部 お よ び 後 部 を 有 す る 本 体 １ ２ 用 の 型 ５ ０ を 設 け 、 後 部 は 頂 部 、 爪 先
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部 、 ヒ ー ル 部 お よ び 底 部 を 有 す る 。 少 な く と も １ つ の 可 溶 性 中 子 ５ ２ を 、 少 な く と も 本 体
の 頂 部 に 対 応 す る 型 の 領 域 に 配 置 す る 。 使 用 す る 可 溶 性 中 子 の 数 お よ び ／ ま た は 形 状 が 、
望 ま し い １ つ ま た は 複 数 の 室 を 作 成 す る 。 型 は 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の パ タ ー ン を 形 成 す る 高
温 ろ う （ ｈ ｏ ｔ 　 ｗ ａ ｘ ） で 充 填 す る 。 可 溶 性 中 子 は 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の ろ う 型 に 残 さ れ
た 開 口 ５ ４ を 通 し て 除 去 す る 。 次 に 、 周 知 の イ ン ベ ス ト メ ン ト 鋳 造 法 （ ｉ ｎ ｖ ｅ ｓ ｔ ｍ ｅ
ｎ ｔ 　 ｃ ａ ｓ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ） で ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 作 成 し 、 開 口 を 閉 鎖 し て １
つ ま た は 複 数 の 室 を 形 成 す る 。 開 口 を 閉 鎖 す る 前 に 、 本 体 の 材 料 と は 異 な る 密 度 を 有 す る
材 料 を 、 開 口 を 通 し て 室 内 に 導 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 か ら 、 本 発 明 は 、 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 打 撃 面 を 画 定 す る フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト と 、 打 撃
面 の 背 後 に 配 置 さ れ た 環 状 体 部 を 有 す る 本 体 と を 有 す る ア イ ア ン タ イ プ の ゴ ル フ ・ ク ラ ブ
を 提 供 す る こ と が 理 解 さ れ る 。 環 状 体 部 は 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 周 辺 部 の 周 り に 延 在 し
て 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 後 側 の 中 心 に 配 置 さ れ た 外 部 キ ャ ビ テ ィ を 画 定 す る 。 環 状 体 部
は 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 頂 部 縁 に 沿 っ て 延 在 す る 頂 部 、 フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト の 爪 先 部 縁
に 沿 っ て 延 在 す る 爪 先 部 、 ヒ ー ル 部 、 お よ び 底 部 を 含 む 。 １ つ の 細 長 い 内 部 室 ま た は 複 数
の 室 が 設 け ら れ 、 好 ま し く は ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 後 部 に 鋳 造 さ れ る 。 少 な く と も １ つ の 内 部
室 を 、 環 状 体 部 の 頂 部 に よ っ て 画 定 さ れ る よ う に 、 頂 部 縁 に 隣 接 し て 配 置 す る 。 内 部 室 、
ま た は 環 状 体 部 に よ っ て 画 定 さ れ た 複 数 の 室 の う ち 選 択 さ れ た 数 の も の を 充 填 し て 、 ク ラ
ブ ・ ヘ ッ ド の 重 量 配 分 を さ ら に 操 作 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 個 々 の ゴ ル フ ァ ー の
要 求 に 対 応 す る よ う ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 を 、 好 ま し い 実 施 形 態 に の み 関 し て 詳 細 に 開 示 し て き た が 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸
脱 す る こ と な く 、 ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 追 加 の 複 合 面 お よ び ゴ ル フ ・ ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド
の 製 造 方 法 を 含 め ら れ る こ と が 当 業 者 に は 理 解 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 請 求 の 範 囲
に よ っ て の み 定 義 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 主 本 体 か ら 外 し た フ ェ ー ス ・ プ レ ー ト お よ び 後 部 錘 を 示 し た 、 本 発 明 に よ る ク ラ
ブ ・ ヘ ッ ド の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 分 解 前 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ク ラ ブ ・ ヘ ッ ド の 頂 部 お よ び 爪 先 部 に 複 数 の 中 空 室 を 有 す る 、 本 発 明 に よ る ク ラ
ブ ・ ヘ ッ ド の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 主 本 体 の 斜 視 前 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 主 本 体 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 主 本 体 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 好 ま し い 方 法 で 使 用 す る 型 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 型 の 一 部 分 の 前 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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